
帝塚山大学創立50周年記念式典

大学通信帝塚山
University Letter
2014.12.25 No.36

  6 キャンパスレポート
10 研究室訪問
12 クラブ・サークル活動
14 卒業生紹介

15 クローズアップニュース
16 帝塚山 NEWS＆TOPICS
18 お知らせ・イベントニュース

特集 Spec ia l  Feature

  ［対談企画］学長×経済学部長×経営学部長×法学部長

 Tメソッド（新ソーシャルサイエンス）

 について熱く語る ！
 帝塚山大学創立50周年記念式典挙行報告

次の50年へ、伝統守り改革を
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先
ず
、Ｔ
メ
ソ
ッ
ド
と
は
何
で
す
か
？

学
長　

文
字
ど
お
り
Ｔ
メ
ソ
ッ
ド
の「
Ｔ
」はT

ezukayam
a

の
頭

文
字
で
す
が
、
今
、
世
の
中
に
求
め
ら
れ
て
い
た
る
人
材
と
は
、Ｉ

型
人
間
で
は
な
く
Ｔ
型
人
間
な
ん
で
す
。
Ｉ
型
人
間
と
は
一
芸
に

秀
で
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
こ
と
で
、
Ｔ
型
人
間
と
は
深
い
専
門

的
知
識
を
持
ち
な
が
ら
も
幅
広
い
教
養
を
身
に
付
け
て
い
る
人
材

の
こ
と
で
、「
Ｔ
」の
タ
テ
棒
を
専
門
性
、
ヨ
コ
の
棒
を
視
野
の
広

さ
に
見
立
て
て
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。Ｔ
メ
ソ
ッ
ド
と
は
、
ま
さ
に
Ｔ

型
人
間
を
育
成
す
る
、
帝
塚
山
大
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
教
育
メ
ソ
ッ

ド
な
ん
で
す
。

そ
れ
で
は
、Ｔ
メ
ソ
ッ
ド（
新
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
）の
基
本
的
な

考
え
方
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

学
長　

も
と
も
と
、
本
学
は
教
養
学
部
か
ら
始
ま
っ
た
大
学
で
あ

り
、幅
広
い
教
養
の
上
に
高
い
専
門
性
を
身
に
つ
け
る
教
育
を
実
現

し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
誕
生
し
ま
し
た
。
各
学
部
が
縦
割
り
の
教

育
を
す
る
の
で
は
な
く
、3
つ
の
学
部
が
共
通
の
基
盤
で
基
礎
を
学

び
、そ
の
上
に
各
学
部
の
専
門
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
と
は
社
会
科
学
の
こ
と
で
す
が
、人
間
の

営
み
に
よ
っ
て
生
じ
る
社
会
現
象
を
科
学
的
に
追
求
す
る
学
問
で

す
。
例
え
ば
、法
学
部
は
法
律
や
ル
ー
ル
の
面
か
ら
社
会
と
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
を
研
究
し
、経
済
学
部
は
お
金
の
流
れ
か
ら
社
会
現
象

を
説
明
し
、経
営
学
部
は
企
業
や
組
織
を
通
じ
て
社
会
に
つ
い
て
追

求
し
ま
す
。
今
、
世
の
中
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
人
材
と
は
、
ま
さ

に
こ
れ
ら
3
つ
の
基
礎
知
識
を
身
に
付
け
な
が
ら
各
学
部
の
専
門

知
識
を
活
か
せ
る
人
材
な
ん
で
す
。

経
済
学
部
か
ら
見
て
こ

の
メ
ソ
ッ
ド
の
良
さ
は
何

で
し
ょ
う

熊
谷
経
済
学
部
長　

卒
業

後
、
会
社
に
入
社
し
て
す

ぐ
に
求
め
ら
れ
る
基
礎
知

識
と
し
て
、
経
済
も
経
営

アドバンス・プログラムについての一問一答

も
法
も
す
べ
て
必
要
な
ん
で

す
。
経
済
学
部
を
卒
業
し
て

就
職
し
て
も
、
法
学
と
経
営

の
基
礎
を
知
っ
て
い
る
の
と

知
っ
て
い
な
い
の
と
で
は
随

分
差
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
金
融
機
関
に
就
職

し
た
場
合
、最
初
に
勉
強
さ
せ
ら
れ
る
の
が
、法
務
と
財
務
と
税
務
な

ん
で
す
。
経
済
を
実
学
の
面
か
ら
見
て
も
、
1
年
生
の
と
き
か
ら
経
済

と
経
営
と
法
の
３
つ
の
基
礎
を
学
べ
る
と
い
う
の
は
、経
済
学
部
の
学

生
に
と
っ
て
も
非
常
に
プ
ラ
ス
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

経
営
学
部
か
ら
見
て
こ
の
メ
ソ
ッ
ド
の
良
さ
は
何
で
し
ょ
う

日
置
経
営
学
部
長　

元
々
、
経
営
学
部
で
は
、「
経
営
」を
中
心
と
し

て「
情
報
」と「
会
計
」の
3
つ
を
柱
と
し
て
教
育
し
て
き
ま
し
た
。
新

た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
T
メ
ソ
ッ
ド
で
は
、こ
れ
に「
法
」と「
経
済
」が

加
わ
る
こ
と
に
な
り
、さ
ら
に
幅
広
い
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。実
際
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
等
で
高
校
生
に
説
明
す
る
と
、

す
ご
く
反
応
が
良
い
で
す
し
、正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
間
違

い
な
く
本
学
を
選
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
と
自
信
を
持
っ
て
お
勧
め
で

き
ま
す
。

法
学
部
か
ら
見
て
こ
の
メ
ソ
ッ
ド
の
良
さ
は
何
で
し
ょ
う

飛
世
法
学
部
長　

公
務
員
か
民
間
企
業
の
い
ず
れ
の
進
路
を
選
択
す
る

に
せ
よ
、「
法
化
社
会
」と
い
わ
れ
る
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、リ
ー
ガ

ル
マ
イ
ン
ド
が
重
要
で
す
。リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
と
は
、「
法
的
な
も
の

の
考
え
方
」と
か「
法
的
セ
ン
ス
」の
こ
と
で
、そ
れ
を
法
学
部
の
勉
強

を
通
し
て
身
に
つ
け
て
も
ら

い
ま
す
。た
だ
し
、物
事
を
法

的
に
処
理
す
る
に
も
、
法
的

な
知
識
と
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン

ド
だ
け
で
は
な
く
、
経
済
や

経
営
に
関
す
る
こ
と
も
含
め
、

社
会
で
起
き
て
い
る
事
の
理

解
が
な
け
れ
ば
、正
し
く
法
律
を
運
用
で
き
ま
せ
ん
。以
前
か
ら
法
学

部
で
は「
警
察
官
」の
重
点
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、「
金
融
法
務
」や

「
不
動
産
法
務
」も
重
要
な
柱
と
考
え
て
お
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
も「
経

済
」「
経
営
」の
基
礎
が
、非
常
な
強
み
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ア
ド
バ
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

学
長　

ア
ド
バ
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
業
界
ト
ッ
プ
企
業
へ
の
就

職
や
難
関
資
格
の
取
得
を
め
ざ
す
た
め
の
選
抜
制
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
経
済
、
経
営
、
法
の
各
学
部
の
成
績
優
秀
な
学
生
に
は
、
以
下
の

よ
う
な
５
つ
の
特
典
を
用
意
し
ま
す
。

①		

選
抜
者
だ
け
の
専
用
学
習
ス
ペ
ー
ス
を
設
置

②		

一
人
一
台
、最
新
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
無
償
提
供

③		「
資
格
取
得
講
座
」、「
特
別
資
格
サ
ポ
ー
ト
制
度
」の
受
講
料
を
全

額
免
除

④		

資
格
取
得
、就
職
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
つ
専
任
教
員
を
配
置

⑤		

実
践
的
な
就
職
対
策
と
な
る「
キ
ャ
リ
ア
特
別
講
座
」を
開
講

こ
れ
ら
は
、社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
で
活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を

目
的
に
、選
抜
さ
れ
た
学
生
だ
け
に
提
供
さ
れ
る
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

最
後
に

学
長　

冒
頭
で
Ｔ
型
人
間
の
話
を
し
ま
し
た
が
、実
は
こ
の
話
に
は
続
き

が
あ
り
ま
し
て
。今
、世
間
で
は
、Ｔ
型
人
間
よ
り
π
型
人
間
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。「
Ｔ
」の
真
ん
中
か
ら
伸
び
る
柱
は
１
本
で
す
が
、「
π
」

か
ら
は
２
本
で
す
。こ
れ

は
得
意
な
専
門
分
野
を

2
つ
持
っ
て
い
る
こ
と
を

表
し
て
い
ま
す
。
勿
論
、

2
本
よ
り
も
3
本
の
方

が
さ
ら
に
良
い
と
い
う

こ
と
で
す
が
、Ｔ
メ
ソ
ッ

ド
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う

な
複
眼
的
人
材
を
育
て

る
た
め
の
理
想
的
な
教

育
メ
ソ
ッ
ド
な
ん
で
す
。

学長×経済学部長×経営学部長×法学部長

Tメソッド（新ソーシャルサイエンス）

について熱く語る！

特集
Special Feature

1

現実の課題を解決する
金融人を育成

法律の知識を活かす
警察官・消防官を育成

経済学部 熊谷  礼子 学部長
KUMAGAI REIKO

経営学部 日置  慎治 学部長
HIOKI SHINJI

法学部 飛世  昭裕 学部長
TOBISE AKIHIRO

岩井  洋 学長　IWAI HIROSHI

Q&A
アドバンス・プログラムに選ばれる人数は何人ぐらいですか？
経済、経営、法の各学部から10名程度で、合わせて30
名程度の予定です。

Q1
A1

アドバンス・プログラムの選考基準は
試験の成績でしょうか？
単に試験の結果だけでなく、出席状況や学習意欲など本
人のやる気も含めて総合的に判断します。

Q2

A2

アドバンス・プログラムは非常に恵まれた学習環境
ですが、費用が別途必要になりますか？
アドバンス・プログラムに選ばれたからといって特別な
費用は一切かかりません。

Q4

A4

アドバンス・プログラムの選考は
４年間で一度だけですか？
アドバンス・プログラムは２年次と３年次に用意しますが、
２年次の選考から落ちても次の年に頑張れば３年次で選ば
れるチャンスはあります。また、一度選ばれたからといって
油断していると、次の年に落ちることもあります。

Q3

A3

アドバンス・プログラムに選ばれなかった
学生への配慮は？
もともと、帝塚山大学は面倒見の良い大学として定評があ
りますし、キャリア支援も充実しています。Ｔメソッドがで
きて3学部が協力することによって、さらに支援体制は手
厚くなりますし、アドバンス・プログラムに選ばれなかっ
たとしても、その恩恵は充分に受けられることになります。
全ての学生について、卒業までしっかりと支えていくとい
う姿勢は今後も変わりません。

Q5

A5

情報を駆使し、マネジメントする
企業家・企業人を育成

対談企画

http://www.tezukayama-u.ac.jp/
socialscience/

Tメソッドスペシャルサイトが
オープンしました
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興福寺 貫首 多川俊映師が
記念講演

特集 Special Feature 2 帝塚山大学創立 50 周年記念式典挙行報告

次の 50 年へ、
伝統守り改革を
帝塚山大学創立50周年記念式典を10月4日（土）、すがすがし
い秋晴れのもと奈良市春日野町の奈良県新公会堂にて挙行し
ました。大学や高等学校関係者のほか、卒業生、企業、団体等
約350名の皆様がご出席され、午前10時より1階能楽ホール
において記念講演会ならびに記念式典が挙行され、午後から
2階レセプションホールにて祝賀会が盛大に開催されました。
ここでは当日の様子を写真で紹介します。

創立 50 周年記念プロジェクトとして、株式会社ＪＴＢパブリッシング発行の旅行
情報誌『るるぶ』と文学部文化創造学科がコラボレートした『るるぶ特別編集 帝塚山

大学』を発行しました。本誌では「学園周辺グルメガイド」「まるごとならまち体験」「近鉄奈良
線スイーツ街道」という３つの特集記事を柱に構成され、本家『るるぶ奈良』にはあまり掲載さ
れていない奈良市西部地域や生駒市周辺のオススメグルメ・体験スポットを多く採り入れ、学
生や本学の２つのキャンパス周辺にお住まいの方々が、街歩きの情報ツールとして気軽に携え
てもらえる一冊としてまとめています。

50周年「るるぶ特別編集 帝塚山大学」を発行！

記念講演会では、興福寺貫首で本学特
別客員教授の多川俊映師に、「自然の中の
人間」というテーマでご講演いただきま
した。講演では、「現代に生きる私たちは、
自然と人間、善と悪などというように、物
事を二つに分けて一方を大事に、一方を
おろそかに考えがちである。物と心、人と
自然などを分け隔てることなく、つながっ
たひとつのものととらえて、物を大事に
する、人を大事にするということが大切
である。帝塚山大学には、この考え方に
立脚して、社会の様々な問題に対し、人
材を育成する中で、奈良という地域の大
きなシンクタンクとしての活躍を期待す
る」というお言葉をいただきました。

 1.  祝賀会の様子　祝賀会場は終始和やかな
ムードで賑わいました

 2.  学帽とアカデミックガウンの展示　襟には卒
業した先輩の名前が刺繍されています

 3.  祝賀会場入口ゲートでは初代学長と現学長
のパネルでお迎えしました

  ゲート上部の布は植村和代教授作（P10）
 4.  祝賀会の開会でご挨拶された柳澤保徳学園長
 5.  受付の様子　ご来賓の皆様は朝早くから受

付に詰め掛けました
 6.  圧巻の歴史絵巻　帝塚山大学50年の歩みを

祝賀会場の外壁全面に展示しました
 7.  祝賀会でご挨拶される荒井正吾奈良県知事
 8.  ご来賓の皆さんは歴史展示を食い入るように

ご覧になりました
 9. 森礒吉初代学長遺稿集
10.  創立50周年を記念して母校への寄付の目録

を有山雄基理事長に手渡される竹原優大学
同窓会長　この後乾杯のご挨拶を頂きました

11. 貴重な第１期生の卒業証書
12.  本学の卒業生が代表を務める梅乃宿酒造と

現役学生のコラボで誕生したスパークリング
日本酒「酒輪（しゅわ）」で乾杯しました

13.  卒業生と恩師の記念撮影はそこかしこで見受
けられました

14.  近畿日本鉄道株式会社では帝塚山大学創立
50周年記念入場券を発行され、当日も会場
で出張販売されました

15.  吹奏楽部の演奏　祝歌「茜雲」を含む３曲を
演奏し盛大な拍手に包まれました

16. 祝賀会でのお料理
17.  創立50周年を記念して今年誕生した、帝塚

山大学公式キャラクターの「てじかっきー」
も展示されました

50の
プロジェクト

50 of the project

50の
プロジェクト

50 of the project

56

14

1011

17

4

13

9

16

8

3

12

12

7

15

取材活動中の様子（三条通・中谷堂） 誌面に出てくるモデルももちろん学生です

創立 50 周年記念事業の一環として、「帝塚山
大学五十年史」と「帝塚山大学創立 50 周年記念

DVD 50+（PLUS）」を制作しました。
  「帝塚山大学五十年史」は B5 版 200 ページの構成で、教
養学部教養学科のみの女子単科大学として誕生した時代、
経済学部開設とともに男女共学化へ移行した時代、学部学
科の新設改組を経て 6 学部 9 学科を擁する文系総合大学へ
と発展した時代などが、写真とともに詳細に綴られています。

また、「帝塚山大学創立 50 周年記念 DVD 50+（PLUS）」
は、50 年の歩みを各年の出来事にゆかりのある教職員・
卒業生等に語り継いでいただくというコンセプトで作られ、
写真だけの出演も含めると総勢 100 名以上の方々にご登
場いただきました。50+（PLUS）というタイトルは次の 50
年に向けての第一歩を表現したものです。収録時間は約 16
分で、場面がテンポよく切替わり、見る人を飽きさせない編
集となっています。

帝塚山大学五十年史と創立50周年記念DVDを刊行

「帝塚山大学五十年史」

「創立50周年記念DVD」
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CAMPUS REPORT
2014 Ju ly-December

現代生活学部 こども学科
奈良県立平城高校との高大連携

帝塚山大学及び帝塚山小学校は、奈良県立平城高等学校と「高大小連携協力に関する協定」
を締結しています。10 月 31日には、平城高校生を迎え連携授業を行いました。都留進准教授

（図画工作科教育法）と一緒に授業に臨んだ 4 年生が高校生と活発な交流を持つことができま
した。教材化のディスカッションでは、高校生のさわやかなアイデアを、大学生が見事にサポー
ト、コーディネートし、まとめてくれました。学生たちの 4 年間の成長が見えた授業でした。

文学部 文化創造学科
奈良町にて中国音楽コンサートを開催

8 月 23 日と10 月 25 日の 2 回にわたり、奈良町の町家施設を利用して中国音楽のコンサートを開催
しました（ダイチェンインフォとの共催）。本学科 5 名と経営学科 1名が参加し、企画立案から広告宣伝、
当日運営（会場設営、会場誘導、受付、MC、音響など）に至る幅広い仕事を担当しました。学生たちの努
力の甲斐あって、多くの方にお越しいただき、大盛況でした。4 か月に及んだプロジェクト活動を通して
学生たちは個々に着実な成長をみせるとともに、チームとして高度な自己組織性が達成されました。

経済学部 経済学科
ゼミ生による研究発表イベントを開催

11 月 24 日（祝）、帝塚
山大学の大学祭で経済学
部のゼミ生による日頃の
研究成果を発表するイベ
ントを行いました。発表形
式は、口頭発表とポスター
報告の二つの形式。口頭
発表部門では、各ゼミ所
属の学生が 8 分の持ち時
間で研究内容を経済学部

の 1 年生と 2 年生、教員、OB、保護者などの聴衆の前でパワーポイントを
使って発表しました。またポスター報告部門では、各ゼミ生が研究内容を
まとめたポスターの横に立ち、自身の研究内容を丁寧に説明していました。

現代生活学部 居住空間デザイン学科
「学内展2014前期」開催

今年度から設計実習の学
内展を開催することにな
り、7 月 23 日～ 8 月 10 日
に前期の作品が展示されま
した。設計実習は 1 年次か
ら 3 年次の前期・後期に開
講されており、施設用途や
敷地などの一定の制限の中
で建物のデザインを行うも

ので、コンセプト立案から模型製作まで学生が一人で一貫して行いま
す。3 年生のインテリアデザイン課題「奈良の古民家を改修したギャラ
リーショップ」（写真）、2 年生の設計製図課題「絵本作家の記念館」がそ
れぞれの会場で一堂に展示されました。

文学部 日本文化学科
「ビブリオバトル in 帝塚山」を開催

11 月 7 日に図書館 C
キューブで「ビブリオバ
トル in 帝塚山」第2回（全
国大学ビブリオバトル予
選会）を開催しました。日
本文化学科の学生 6 名が
地区決戦への出場権をか
けて、おすすめ本のプレ
ゼンを 5 分ずつ行いまし
た。40 名を超える観戦者
全員で「どの本が読みたくなったか」の投票を行い、チャンプ本は橋本佳
奈さんの紹介した『ティンカー、テイラー、ソルジャー、スパイ』に決定
しました。充実した熱戦で楽しい時間になりました。

現代生活学部 食物栄養学科
産学連携で新メニューを開発！

食物栄養学科所属学生が、とんかつ
KYK との産学連携により、「女性のお客
様に健康的で美味しいとんかつ弁当を
楽しんで頂きたい」と新メニュー「ほう
じ茶ごはんと生ゆば巻きかつのお弁当」
を開発しました。8 月限定でデリカ KYK 
14 店舗にて販売されましたが、好評に
つき 9 月中旬まで延長して販売されま
した。こうした企業とのコラボ企画は学
生たちの創作意欲の向上につながるも
のであることから、今後も取り組みを続
けていきます。

文学部 英語コミュニケーション学科
TOEIC IPテスト実施

10 月 25 日（土）の 13：00 から1201教
室（1号館講義室）で、英語コミュニケーショ
ン学科 2 年生、3 年生の全員を対象とした
TOEIC IP テストを実施しました。当日は大
変気持ちのよい秋晴れで、学生達もさわや
かな気分で受験することができたようです。

学科では例年この時期に、2、3 年生を
対象とした TOEIC IP テストを実施してい
ます。今回は 4 年生の希望者も受験しまし
た。学生達は日頃、カリキュラム内の「ACE 
English」やレベル別 TOEIC クラスなどの
英語資格科目をはじめ、特別準備講座や、留学プログラム等を通して英語運
用能力を研いており、一斉に TOEIC IP テストを受験することによって、そ
れぞれの力の把握とさらなる学習への動機を深めています。

今回の TOEIC IP テストでも、リスニングセクション 100 問とリーディン
グセクション100問という、2時間余りの長い集中力を必要とする試験にも、
最後まで熱心に取り組んでいました。

今後も引き続きよい研鑽を積んで、実り多い学生生活が送れるように願っ
ています。

経営学部 経営学科
後期の特殊講義・実践的中小企業経営が好評です!

奈良県の青年社長の皆様
との連携により、2014 年後
期から「実践的中小企業経
営」開講しています。この講
義は、奈良県の多様な業種
の企業の青年社長から、企
業経営について大学生に伝
えたい、地域の宝である大学
生を共に育てたい、という熱
意を頂き実現したものです。

講義は、社長より 40 分
の講義・菅先生からの 20 分のミニ講義による学問的な紐づけ・8 人の
青年社長を交えた学生との 25 分のグループディスカッションの 3 部に
より構成されています。穐原先生によるきめ細やかなファシリテートも
好評です。

2 回目のグループディスカッション後に、受講生から、「感動しました」
「いつも明るく前向きに考えないといけないと思いました」「財務諸表を学
ぶ意味がわかりました」などの感想が発表されました。読売新聞から取材
に来られ、記事としても掲載されました。

法学部 法学科
「犯罪・非行のない安全・安心なまちづくり」
プロジェクトが始動！

法学部では、今年度
後期から、「防犯ボラ
ンティア講座～犯罪・
非行のない安全・安
心なまちづくり～」を
開講しています。これ
は、奈良県警察本部生
活安全部と協働の下、

「自分のまちは自分た
ちが守る」という意識を持った若い世代が自主防犯の重要性を理
解し、将来のボランティアリーダーとして活躍してくれることを
期待して設置されたものです。

本学部における多くの警察官・消防官志望の学生は、既に県
警主催の学生防犯ボランティア「あっぷりけ戦隊！奈良まもり
たい」および少年警察ボランティア「少年フォローズ奈 POLI」
に参加し、積極的に活動していますが、さらに多くの学生たち
が「安全・安心なまちづくり」に関心を持ってくれることを願
います。

09 心理学部 心理学科
高知市での高齢ドライバー調査 

心理学部応用心理学研究室では、9月29
日（月）～10月1日（水）、及び10月6日（月）～
12日（日）にかけて、高知県高知市内の高知
県自動車学校において、高齢ドライバーへ
の調査を実施しました。応用心理学研究室
の学生たち（3回生4名、大学院生1名）は、
他大学の学生や研究員、さらには教習所の
指導員の方々と一緒に、室内での質問紙調
査や危険予測実験、教習所コースでの運
転行動調査などを、約 50 名の高齢者に対
して行いました。時に一週間に及ぶ長期の
調査でしたが、学生たちの一生懸命さも伝
わり、参加してくれた高齢者たちにも大変
好評でした。

本調査は、心理学部の蓮花一己教授（交
通心理学）が中心となり、高知工科大学と
の共同研究の協定に基づいて実施されて
います。今後、高齢者の健康状態や年齢と運転行動の関係を明らかにしていく予定
です。計画では 3 年間の調査期間が予定されています。
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危険予測調査の説明をする学生たち

教習所走行実験中の学生たち
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本学教員の執筆図書の紹介
Introducing Teacher Research Books

TEZUKAYAMA
 books

牟田口 章人（文学部 教授）

DVD-BOX
正倉院〜時を超えた世界の宝〜
正倉院〜日本が誇る世界の宝〜
各 BOX 5 巻 ￥24,300
発 売 元：朝日放送　販 売 元：ポニーキャニオン
制作著作：朝日放送
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清水 婦久子
（文学部 教授）編集

清水好子論文集第二巻
源氏物語と歌

武蔵野書院 ￥3,780

黄 軔霆
（法学部 准教授）
分担執筆

ケースで学ぶ
国際私法
法律文化社 ￥3,456

森 郁夫〈故人〉

（帝塚山大学名誉教授・前附属博物館館長）

一瓦一説　瓦からみる日本古代史
淡交社 ￥1,512

経済学研究科 経済学専攻
大学院生による研究成果の中間発表会を開催

9 月から 10 月にかけて、大学院生による修士論文と特定課題研究の中間発表を行い
ました。経済学研究科博士前期課程所属の鄭百慧（テイ ヒャクケイ）さんは、「中国銀行
業の発展と現状」というテーマのもと、中国の銀行の効率性が株式上場によって向上し
たかどうかを各銀行の公表データに基づいて報告しました。発表会では、論文審査担当
の教員だけでなく大学院生もオブザーバーとして加わり、活発な質疑応答があるなど熱
気に包まれた発表会となりました。発表後、鄭さんは、審査の先生方からのコメントを真
摯に受け止め、次回の論文審査までに改善したいと語ってくれました。
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心理科学研究科 心理科学専攻
世界に羽ばたく大学院心理科学研究科院生ら！

去る 7 月に第 28 回国際応用心理学会議がパリで開催されました。大学院
生として山下雅俊さんは山本教授と、小畑周介さんが森下教授と、鉄川大健さ
んは谷口准教授、森下教授との共同研究発表、森下雄輔さんは谷口准教授との
ポスタープレゼンテーションがあり、流ちょうな英語で発表を終えました。こ
の努力の背景には博士前期課程 2 年鉄川大健さんに代表されるような研究生
活があります。彼は休日も含め、多くの時間を大学にいてデスクに向かい、勉
強仲間と研究談議を楽しみ、留学経験を生かした異文化不適応感の軽減をめ
ざした修論に現在取り組んでいます。さらに学部生への TA（授業補助）とし
ても活動中です。もちろん学会や研究会で発表をする一方、アルバイトで生活
費や研究費を捻出しているが、遊びも楽しみながら研究で疲れた心を回復し、
その活力を研究に生かす。このように勉学と遊びを両立しながら充実の院生
活であると言えます。
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人文科学研究科 日本伝統文化専攻
フィールドワークを通して民俗仏教の深層を探る

人文科学研究科日本伝統文
化専攻の民俗学特殊研究（民俗
学ゼミナール）では、フィール
ドワークを行っています。11
月には奈良市の般若寺で特別
公開中の石造十三重塔内に奉
籠されている宝物を拝観し、鎌
倉期における真言律宗の仏舎
利信仰や叡尊の宗教活動につ
いて調査分析しました。折々
に奈良の寺院を訪れ、現世利益
や先祖信仰などの特徴的な信
仰を探っています。このよう
な調査を重ねて、民俗仏教への
理解を深めることをめざして
います。

13 法政策研究科 世界経済法制専攻
大学院生による修士論文中間報告会を開催！

法政策研究科では、
11 月 5 日に修士論文
の提出を控えている
博士前期課程の大学院
生による中間報告会が
開催されました。高榮
洙（コウ ヨンス）教授
から指導を受けている
薛明明（セツ メイメ
イ）さんは、「著作権の
間接侵害」という研究
テーマで、著作権の侵
害への間接関与者（例：
違法映像の Youtube へのアップロードを放任）の法的責任について、日
中の判例や著作物の流通活性化を図る集中管理制度を比較研究してい
ます。同じく、高榮洙教授から指導を受けている岡武範さんは、「ソフ
トウェア開発成果をめぐる著作権の権利帰属の問題」という研究テーマ
で、ソフトウェア開発において発注側と開発側との間でその成果の帰属
をめぐるトラブルが多発していることに着目し、実務上の経験を踏まえ
た解決策の提示を試みる研究をしています。
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休
み
、「
物も
の

忌い
み
」す
る
日
と
さ
れ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、桜
花
の
満
開
を
愛め

で
る
こ

と
は
祝
祭
の
儀
で
あ
る
。そ
こ
で
の
酒
宴
は

聖
な
る
祝
事
で
あ
る
の
で
、木
製
の
大
小
五

重
、七
重
の
漆
塗
り
朱
杯
で
飲
み
交
わ
す
の

が
本
儀
で
あ
っ
た
。

（著者名50音順）

正倉院展で開示された宝物を一点ずつ詳細に鑑
賞できるハイビジョン映像集。合計 400 点近く
にのぼる宝物を、正倉院の北倉・中倉・南倉の３
つの倉ごとに分け、10 巻に収録。宮内庁正倉院
事務所の特別協力のもと、最新の研究成果も紹
介する専門性の高い資料となっている。

昨年 5 月に故人となった森郁夫名誉教授の遺作。5 章立てを予定し、
病床でも書き進めていたが、最終章はかなわずに絶筆となった。
森名誉教授が調査に携わった飛鳥寺、法隆寺、平城京など約 50 カ
所の 6 世紀末から 8 世紀の出土瓦を取り上げ、各瓦の特色から時代
背景までを解説している。

DVD紹介

七重漆塗朱杯
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研究室訪問Office Introduction

２
０
０
０
年
間
使
わ
れ
て
き
た
東
ア

ジ
ア
の
伝
統
的
な
織
機「
腰こ
し

機ば
た

」、
奈

良
に
興
っ
た
奈
良
晒
用
の
織
機「
大や
ま

和と

機ば
た

」、
室
町
時
代
末
か
ら
江
戸
時

代
に
か
け
て
盛
ん
で
あ
っ
た
南
海
交

易
と
織
物
の
伝
播
な
ど
で
す
。

腰
機
と
大
和
機
は
と
も
に
上
質

な
平
織
物
を
織
る
仕
掛
け
で
あ
り
、

帝
塚
山
大
学
の
織
物
教
育
の
核
と

し
て
教
え
て
き
ま
し
た（
写
真
左

上
）。
品
質
の
高
い
麻
織
物
で
あ
る

奈
良
晒
が
、
近
世
奈
良
の
最
大
の
産

業
で
あ
っ
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
現
在
で
は
大
和
機
の
優
れ

た
機
能
は
忘
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
奈
良
晒

用
に
ペ
ル
シ
ァ
か
ら
導
入
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
大
和
機
と
そ
れ
以
前
の
腰
機

と
の
比
較
研
究
は
奈
良
の
大
学
に
ふ
さ

わ
し
く
、
今
後
も
続
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

植
村
ゼ
ミ
を
巣
立
っ
て
い
っ
た
卒
業

生
の
み
な
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。　

織
物
は
製
作
工
程
が
多
い
、
高
度
な
工

芸
で
す
。
芸
術
的
な
ひ
ら
め
き
や
理
論
付

け
も
必
要
で
は
あ
り
ま
す
が
、
何
よ
り
さ

ま
ざ
ま
な
作
業
を
複
雑
に
積
み
重
ね
て
い

く
根
気
強
さ
が
第
一
で
す
。時
間
が
か
か
り

ま
す
の
で
、強
い
意
志
力
や
継
続
力
が
な
い

と
作
品
が
完
成
し
な
い
こ
と
は
、
卒
業
制

作
で
よ
く
分
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。学
ん
だ

そ
の
精
神
を
、是
非
折
に
ふ
れ
初
心
に
帰
っ

て
思
い
起
こ
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
織
物
の
持
つ
深
い
美
学「
織
物
の

美
は
品
格
の
美
」を
、自
ら
を
律
し
他
に
配

慮
す
る
人
間
の
品
性
に
重
ね
合
わ
せ
、
深

く
心
に
刻
ん
で
生
き
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

現代生活学部／居住空間デザイン学科

植村研究室

織物生産は人類初の普遍的な
技術開発で、文明の始まり
現代生活学部／居住空間デザイン学科

植村 和代 教授 KAZUYO UEMURA

1968 年 大阪女子大学 学芸学部 国文学科卒業
1977 年 帝塚山短期大学専任講師　　1990 年　教授
2004 年 帝塚山大学 現代生活学部教授 ( 現在に至る )
論文　「腰機による織物」「大和機の系譜」「花織の源流」他　　作品受賞　文部大臣奨励賞 3 回 他
現在　日本織物文化研究会会長　日本きもの学会副会長　第一美術協会運営委員、審査委員 他

植
村
先
生
の
ご
専
門
と
研
究
の
い
き

さ
つ
に
つ
い
て
お
教
え
く
だ
さ
い
。

文
学
表
現
と
日
本
文
化
の
探
求
を
め
ざ

し
て
、国
文
学
科
に
入
学
し
ま
し
た
が
、3

年
生
の
頃
か
ら
造
形
表
現
の
世
界
に
転
向

し
た
い
と
考
え
始
め
ま
し
た
。そ
し
て
、無

地
平
織
の
織
物
を
目
に
し
て「
織
物
に
は
叡

智
が
宿
っ
て
い
る
」と
い
う
直
感
を
得
、卒

業
後
は
織
物
工
芸
の
道
に
進
む
こ
と
に
決

め
ま
し
た
。

織
物
は
経
糸
と
緯
糸
の
直
交
と
い
う
制

約
が
あ
る
、不
自
由
な
造
形
表
現
で
す
。し

か
し
、始
め
て
か
ら
20
年
後
に
そ
の
制
約
ゆ

え
に「
織
物
は
1
万
年
前
に
発
明
さ
れ
た
、

人
類
初
の
機
械
生
産
技
術
」「
方
形
の
平
面

と
い
う
、自
然
界
に
存
在
し
な
い
人
類
初
の

創
造
物
」「
織
物
の
美
は
品
格
の
美
」で
あ

る
と
の
認
識
に
至
り
ま
し
た
。

既
に
、
帝
塚
山
短
期
大
学
の
日
本
文
化

史
専
攻
で
、日
本
の
織
物
工
芸
を
教
え
て
お

り
、
こ
の
考
え
を
学
生
に
知
っ
て
ほ
し
い
、

そ
の
う
え
で
作
品
制
作
を
し
て
ほ
し
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
身
も
そ
の

後
は
、論
文
と
作
品
と
い
う
2
本
柱
で
、織

物
を
研
究
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
の
で
す
。

「
織
物
学
」
の
ご
研
究
と
は
、
ど
の

よ
う
な
研
究
で
す
か
。
ま
た
、
そ
の

魅
力
は
何
で
し
ょ
う
か
。

「
織
物
学
」は「
日
本
織
物
文
化
研
究
会
」

が
提
唱
し
て
い
る
新
学
問
領
域
で
す
。「
織

物
生
産
は
、
人
類
初
の
普
遍
的
な
技
術
開

発
で
あ
り
、文
明
の
始
ま
り
で
あ
る
」と
い

う
認
識
の
も
と
に
、織
物
の
歴
史
、材
料
や

技
術
、用
途
や
機
能
、文
化
や
美
学
、流
通

や
経
済
な
ど
を
網
羅
し
ま
す
。

繊
維
学
や
染
色
学
は
既
に
あ
り
ま
す
が
、

よ
り
総
合
的
な
織
物
学
と
い
う
学
問
は
こ

れ
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
の
づ
く

り
・
生
産
技
術
を
考
え
る
上
で
、
ま
た
文

明
論
の
構
築
に
と
っ
て
も
、基
本
的
で
重
要

で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、こ
れ
ま
で
に
な
か
っ

た
学
問
で
あ
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。

植
村
ゼ
ミ
に
お
け
る
学
生
と
の
取
り

組
み
内
容
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

30
年
間
に
及
ぶ
短
期
大
学
で
の
教
育
と

研
究
で
、貴
重
な
道
具
類
を
揃
え
、日
本
一

だ
と
も
言
わ
れ
る
ほ
ど
設
備
は
充
実
し
て

い
ま
す
。現
在
は
、現
代
生
活
学
部
居
住
空

間
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
な
ど
の

イ
ン
テ
リ
ア
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
実
習
を
教
え
て

い
ま
す
が
、ゼ
ミ
で
も
作
品
制
作
を
希
望
す

る
学
生
が
圧
倒
的
に
多
く
、卒
業
研
究
と
し

て
、織
物
の
歴
史
や
技
法
を
学
び
、斬
新
で

意
欲
的
な
作
品
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

近
年
は
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
で
9

月
に
開
催
さ
れ
る「
飛
鳥
光
の
回
廊
」の
イ

ベ
ン
ト
に
、植
村
ゼ
ミ
と
し
て
5
年
連
続
で

参
加
し
て
い
ま
す
。ゼ
ミ
生
み
ん
な
で
考
え

制
作
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
を
現
地
で
設
営
す
る
体

験
を
経
て
、後
期
か
ら
の
本
格
的
な
卒
業
研

究
に
臨
む
、と
い
う
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
研
究
の
方
向
性
や
抱
負
に
つ

い
て
お
教
え
く
だ
さ
い
。

今
年
度
で
定
年
を
迎
え
ま
す
が
、
12
月

に
は
集
大
成

と
し
て
著
書『
織
物
』（
法

政
大
学
出
版
局「
も
の
と
人
間
の
文

化
史
」シ
リ
ー
ズ
）を
出
版
し
、
そ
の
後
も

執
筆
活
動
と
作
品
制
作
を
続
け
て
い
く
つ

も
り
で
す
。作
品
制
作
は
、こ
こ
35
年
間
途

切
れ
る
こ
と
な
く
続
け
て
き
ま
し
た
。
新

鮮
な
活
力
を
持
続
す
る
た
め
に
も
、
作
家

活
動
は
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
出
来
る
だ
け
機
会
を
と
ら
え
て

社
会
人
教
育
に
も
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。織
物
を
学
び
た
い
社
会
人
の
潜

在
要
望
は
非
常
に
多
く
、
少
し
で
も
お
役

に
立
て
れ
ば
有
難
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。是

非
お
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

出
版
さ
れ
た
著
書
の
内
容
な
ど
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

1
、
2
章
は
織
物
の
発
明
に
い
た
る
歴

史
的
背
景
と
、
織
物
の
特
質
、
世
界
の
古

い
織
物
と
織
機（
織
物
を
作
る
仕
掛
け
）

の
種
類
な
ど
を
記
し
て
い
ま
す
。

3
～
6
章
は
日
本
の
織
物
文
化
に
つ

い
て
述
べ
ま
し
た
。
縄
文
時
代
か
ら
古

墳
時
代
ま
で
の
古
代
の
状
況
と
、
日
本
で

大倉 煕士 さん（4 年）

ゼミナールでの印象的な出来事は何ですか？
　日本古代の織物「倭文（しつ）」についての講義が非常に印象に残っ
ています。倭文の変遷や国内生産された時代などを学び、文献や出土
品から再現したものを見せていただいた際は、何とも言えない感動を
味わったことを覚えています。
　また、「飛鳥光の回廊」へ出品した光のオブジェ制作、設営の体験で
す。制作に際し、通常の実習授業とは異なり、学外の大勢の方々に見
ていただくために制作した作品は「個人制作」ではなく、ゼミ全体の

「共同制作」であったことにも責任を感じたため、私を始めとしたゼ
ミ生全員にとって貴重な体験となりました。

卒業制作に向けての取組みを教えてください。
　卒業制作するにあたり、どのような作品を作るかについてなかなか
方向が定まらず、度々植村教授と相談を重ねる中で、私は前述の講義
で知った「倭文」に影響されました。そこで、卒業制作のコンセプト
を「日本古来の織物技術を現代生活空間へ応用する」とし、衝立（つ
いたて）と暖簾（のれん）を制作しています。
　作品の制作意図は、現代人が他人の干渉を受けない個人の空間を求
めている傾向にある時代背景を視野に入れて制作を行っており、衝立
と暖簾を用いて既存の空間を仕切ることで、個人の空間を確立するこ
とを作品の目的としています。

植村ゼミで学んだことを 今後どのように活かそうと思っていますか。
　ゼミの仲間と協力して作品を作り上げた経験から、人とのコミュニ
ケーション力や人間関係を円滑に進めていく社交性、協調性をより
高めることができました。これらのことを今後は仕事において活か
していきたいと思っています。また、今私が制作している織物のよう
に、着実に段階を踏んで歩んでいく人生の道を社会人として築いてい
きたいと思います。

ゼミ生の声The Voice of Seminar Students
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クラブ・サークルを通して、学内外で活躍する帝大生。
学生たちの元気な姿をお届けします。

阪神大学野球連盟所属の硬式野球部
は、1部昇格後初めての秋季リーグ戦に挑み、6 チーム中
4 位で今シーズンを終えました。

初カードからリーグトップの大阪体育大学と戦うことに
なり、強豪へのプレッシャーからか 2 回戦では大敗を喫し
てしまう不安な一面を見せましたが、徐々に1部リーグの
雰囲気にも慣れ、互角の争いをする試合も見えてきました。

最終的には春季 1 部リーグ 4 位の甲南大学、同じく 5
位の天理大学を試合で破り、本学は第 4 位という成績で
幕を閉じました。また、個人表彰でも昇格直後にも関わ
らず、ベストナイン二塁手及び首位打者賞に森貴一さん、
敢闘賞に中西啓太さん（ともに経済学部経済学科 4 年）
が選ばれ、意義のある戦績となりました。

今までチームを牽引してきた 4 年生も秋季リーグで引
退となり、来春からは顔ぶれも一新して更に上位をめざ
して練習に励んでまいります。今後とも硬式野球部への
応援のほど、よろしくお願いいたします！

11月2日に帝塚山幼稚園・小学校のファ
ミリーカーニバルが行われ、こども学科の学生で構成され
ている児童福祉ボランティア「どれみ♪」が参加しました。
「どれみ♪」は毎年この催しに参加していますが、今年か
らスタンプラリーも担当し大きな収穫となったようです。ス
タンプを持っている部員を子どもたちに探してもらい、見
つけたらスタンプを押すというもの。探してもらう過程で
たくさんの子どもたちとコミュニケーションを取れたそうで
す。「2 歳から12 歳と年齢に応じた対応が難しく、勉強に
なった。」「皆で企画し準備したものを、大勢の子どもたち
が喜んでくれたので、大きな自信になった。」

座学では学べない経験をどれみの活動を通じて身につ
けています。先生の卵達は、日々成長しています！！

奈良県大和郡山市にあるまほろば健康
パークで 11月9日に開催された「おでかけ健康フェスタ」
へ奈良女子大学・近畿大学・畿央大学との合同企画で、
ヘルスチーム菜良が参加しました。

本学生たちは青空カフェという飲食ブースを担当し、お
にぎりととん汁を来場者に提供しました。テーマは “ 旬 ”。
旬の食材である「かぶ」を上手に活かし、来場者の皆さん
にとても喜んで食べてもらうことができました。午後から
は、旬の食材を紹介するクイズ大会も行われ、会場はとて
も賑わいました。
「とても美味しかった！」と感想をいただいたり、SNS で
も良い反応があるなど、嬉しい感想を沢山いただけた事
が、大きな自信になったようです。

今後も地域や他大学との繋がりを大切に活動を続
けていきます。

奈良・学園前キャンパスの学園広場
で、建築デザインサークル TAGG が、10 月 20 日～ 24
日の 1週間、夕刻から動画投影を行いました。

大学創立 50 周年に際し、TAGG として記念になる活
動をしようと部員たちが企画した催しです。

3 名の代表がアイデアを出し合い、総勢 13 名のメン
バーで和、輪、環などを形にしていきます。メンバーそれ
ぞれの得意分野を生かし、1つの作品にまとめることがで
きたのが最大の収穫だと語ってくれました。動画編集な
ど新しい知識が身についたことも勉強になったそうです。

一日の講義が終わった学生たちにとって、帰路の目を
楽しませる素敵な作品に仕上げることができました。

また、催しの告知
ポスターにも工夫を
凝らし、クオリティ
の高い作品として仕
上 げ た のもさす が
TAGG です。

今後は、クリスマ
ス会の展示、あかね
祭の展示などで彼女
たちのデザインした
作品を見ることがで
きそうです。

クラブ・サークル活動

CLUB ACTIVITIES

アメリカンフットボール部 BISONS は、1987
年に創部された体育会系のクラブです。

今年度の関西学生アメリカンフットボール秋
季リーグでは昨年度に続き、目標としていた Div. Ⅱ昇格のため
の入替戦出場校決定戦に進むことはできませんでした。

ですが、4 年生をはじめ選手・マネージャーの全員が全力を
出し切ることができました。

今季は目標を達成できませんでしたが、来季こそは達成でき
るよう現3年生と2年生を中心に、より一層日々の練習に励み、
そして新入生の勧誘とに全力を注ぐ所存ですので、これからも
応援をよろしくお願いします！

関西大学バレーボール連盟所属の女子バレー
ボール部は、2 部秋季リーグ戦（8 チーム）にお
いて総当たり戦で 4 位、その成績をもとに上位
4 チームで行われた順位決定戦では、下克上の
ごとく 3 戦全てに勝利しました。これにより、通

算成績では 7 勝 3 敗と首位の関西大学と並びましたが、セッ
ト率の差により惜しくも準優勝となりました。

また、リーグ戦終了後に優秀選手の発表があり、安谷屋名月
さん（人文学部日本文化学科 3 年）が敢闘賞、春季に引き続き
奥野杏さん（文学部日本文化学科 1 年）が新人賞にそれぞれ選
ばれ、個人成績でも名誉ある結果を収めることができました。

そして、来年度から 1 部リーグを 12 チーム編成とすること
が連盟より発表されているため、2 部準優勝の成績を残した本
学は、晴れて念願の 1 部リーグへの昇格が決定しました！

魚井貞夫監督は「選手たちの力量は他の 1 部校と互角以上。
いつも『本気になること』を言い続けてきました。十分に戦えま
す。もちろん来季から優勝をめざします。」と話しており、更な
る強豪との戦いにも勝利への期待が膨らみます。

来春からはトップリーグで奮闘する女子バレーボール部
に、引き続き温かいご声援をよろしくお願いします！

１部昇格後初のリーグ戦を
４位で終える

幼稚園児、小学生と交流
「ファミリーカーニバル」

ヘルスチーム菜良
おでかけ健康フェスタに参加

“わ”をテーマに
動画投影を行いました！

上位リーグめざして、日々練習に励んでいます！Pick up!
アメリカン

フットボール
部

どれみ♪ヘルスチーム
菜良TAGG硬式野球部

Pick up!
女子

バレーボール
部

奈良・東生駒 CAMPUS

奈良・学園前 CAMPUS

奈良・学園前 CAMPUS

奈良・学園前 CAMPUS

７年がかりで遂にとらえたトップリーグ！

奈良・東生駒 CAMPUS
奈良・東生駒 CAMPUS
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Close-up NEWS
クローズアップニュース

1

入
職
を
決
意
し
た
理
由
と
現
在
の
お

仕
事
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

年
長
の
時
に
素
敵
な
担
任
の
先
生
と

出
会
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
次
第
に

小
学
生
の
頃
か
ら「
保
育
士
」
と
い
う
職

業
に
憧
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
学
進
学
時

に
保
育
士
へ
の
道
を
志
す
こ
と
に
決
め

ま
し
た
。

木
津
川
市
は
私
の
生
ま
れ
育
っ
た
愛

着
の
あ
る
町
で
、
思
い
出
の
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
た
こ
の
町
に
恩
返
し
し
た
い
と
い

う
思
い
も
あ
り
、
市
の
職
員
に
な
る
こ
と

を
志
望
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
2
歳
児
18

名
の
担
任
を
務
め
て
お
り
、
元
気
い
っ
ぱ

い
の
子
ど
も
た
ち
を
相
手
に
奮
闘
す
る

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

印
象
に
残
っ
て
い
る
出
来
事
は
あ

り
ま
す
か
？

新
し
い
ク
ラ
ス
に
な
り
、
毎
日
泣
い
て

登
園
し
て
い
た
子
が
、
泣
く
こ
と
な
く
登

園
し
、「
先
生
だ
い
す
き
」と
言
っ
て
く
れ

た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
子
が

ど
う
し
た
ら
楽
し
く
保
育
園
に
来
て
く
れ

る
か
を
考
え
、
保
護
者
の
方
と
毎
日
連
絡

を
取
り
合
い
、
遊
び
や
声
か
け
を
工
夫
し

た
努
力
が
報
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
子
が
泣
く
こ
と
な
く
登
園
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
誰
の
お
か
げ
で
も
な
く
、

そ
の
子
自
身
の
成
長
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

う
気
付
か
せ
て
も
ら
え
た
こ
と
が
私
自
身

に
と
っ
て
何
よ
り
も
感
動
し
た
出
来
事
で

し
た
。

お
仕
事
を
す
る
上
で
、工
夫
し
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

行
事
の
準
備
な
ど
で
、ど
ん
な
に
切
羽
詰

ま
っ
て
い
る
状
態
や
体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
時

で
あ
っ
て
も
、常
に
笑
顔
で
い
る
こ
と
を
忘

れ
ず
に
接
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。子

ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
方
に
不
要
な
心
配

を
か
け
る
こ
と
な
く
、子
ど
も
た
ち
が
毎
日

楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
、ま
た
保
護
者
の
方

が
安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
よ
う
、

最
高
の
笑
顔
を
一
番
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、あ
る
保
護
者
の
方
か
ら「
先

生
の
笑
顔
を
見
て
い
る
と
、楽
し
い
気
持
ち

に
な
れ
る
よ
」と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

が
あ
り
、特
別
何
か
を
し
よ
う
と
意
気
込
ま

な
く
て
も
、日
々
の
会
話
や
挨
拶
、表
情
で

し
っ
か
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ

る
ん
だ
な
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。保
育
士

は
、
子
ど
も
た
ち
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

保
護
者
の
方
々
と
も
信
頼
関
係
を
き
ち
ん

と
築
い
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
再
認

識
し
ま
し
た
。

今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
の
ク
ラ
ス
を
担
当

し
、
保
育
士
と
し
て
の
幅
を
広
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
子
育

て
支
援
に
も
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
5
年
後
、
10
年
後
に
は
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
の
方
、
地
域
の

方
、
職
場
の
先
生
方
か
ら
も
信
頼
し
愛
さ

れ
る
保
育
士
と
な
っ
て
い
た
い
で
す
。

最
後
に
後
輩
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

保
育
士
は
、
投
げ
出
し
た
く
な
る
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
る
と
て
も
大
変
な
お
仕
事

で
す
。
一
方
で
、
日
々
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
素
晴

ら
し
い
職
業
で
も
あ
り
ま
す
。

実
習
や
採
用
試
験
な
ど
、
不
安
な
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
帝
塚
山
大
学

の
先
生
方
は
親
身
に
な
っ
て
話
を
聞
い

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
受
験
勉
強
に
行
き
詰

ま
っ
た
ら
、
い
つ
で
も
身
近
な
先
生
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

第
1
回
は
、
7
月
8
日
か
ら
22
日
に
か

け
て
、貴
重
書
展『
谷
崎
潤
一
郎	

耽
美
の
世

界
～
肉
筆
・
稀き

覯こ
う

本ぼ
ん（
※
）を
中
心
に
～
』

を
奈
良
・
東
生
駒
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
で
実

施
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
大
学
初
の「
図
書

館
×
博
物
館
」の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画

と
し
て
、附
属
博
物
館
で
は『
谷
崎
文
学
の

挿
絵
』を
開
催
し
、鏑
木
清
方
、小
出
楢
重
、

棟
方
志
功
ら
が
手
が
け
た
挿
絵
本
を
展
示

し
、文
豪
の
作
品
世
界
に
迫
り
ま
し
た
。

出
陳
し
た
の
は
約
50
点
に
及
ぶ
充
実
の

谷
崎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。発
禁
本
、限
定
本
な

ど
の
稀
覯
本
や
、
初
出
と
な
る
書
簡
・
肉

筆
原
稿
な
ど
、
ほ
か
で
は
見
ら
れ
な
い
貴

重
な
資
料
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。
な
か
で
も
、

太
平
洋
戦
争
中
に
谷
崎
が
自
家
出
版
し
た

『
細
雪
』の
、
い
わ
ば
引
換
券
の
よ
う
な
ハ

ガ
キ
は
非
常
に
珍
し
く
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
全
国

ニ
ュ
ー
ス
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
マ
ス
コ

ミ
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
で
の
反
響
を
受
け
て
か
、
近
畿

か
ら
だ
け
で
な
く
東
京
や
中
国
・
四
国
地

方
な
ど
遠
方
か
ら
も
多
数
ご
来
場
い
た
だ

き
、な
か
に
は
、何
度
も
来
ら
れ
る
リ
ピ
ー

タ
ー
も
お
ら
れ
る
な
ど
、
非
常
に
満
足
度

の
高
い
展
示
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

7
月
16
日
に
は
、
文
学
部
日
本
文
化
学

科
の
中
島
一
裕
教
授
を
講
師
と
し
た
公
開

講
座『
谷
崎
文
学
の
展
開
』を
図
書
館
2
階

の
シ
ー
キ
ュ
ー
ブ
に
て
開
催
。
復
刊
本
や

複
製
原
稿
を
実
際
に
手
に
取
り
な
が
ら
、

展
示
の
解
説
も
受
け
ら
れ
る
と
い
う
贅
沢

な
ス
タ
イ
ル
の
公
開
講
座
で
す
。
参
加
者

か
ら
は「
も
う
少
し
大
々
的
な
公
開
講
座

に
し
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
」と
い
っ
た
う

れ
し
い
感
想
を
い
た
だ
く
な
ど
、
好
評
の

う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

第
2
回
は
、
貴
重
書
展『
源
氏
物
語　

雅
の
世
界
』が
、
11
月
23
日
、
虹
色
祭
で
に

ぎ
わ
う
奈
良
・
東
生
駒
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書

館
に
て
開
幕
。
続
く
24
日
に
は
、
文
学
部

日
本
文
化
学
科
の
清
水
婦
久
子
教
授
に
よ

る
公
開
講
座『
奈
良
で
ま
な
ぶ
源
氏
物
語
』

を
開
催
し
ま
し
た
。
熱
心
な
源
氏
フ
ァ
ン

が
集
う
中
、「
源
氏
物
語
は
誰
の
た
め
に

書
か
れ
た
の
か
」を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
清

水
教
授
の
講
演
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
第

1
回
と
同
じ
く
、
複
製
な
ど
を
間
近
に
見

て
も
ら
い
な
が
ら
の
大
学
院
形
式
の
講
義

に
、
大
勢
の
聴
衆
は
集
中
力
を
切
ら
す
こ

と
な
く
清
水
教
授
の
話
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

そ
の
後
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
場
所
を
移

し
、
参
加
者
は
貴
重
書
展
を
閲
覧
。
清
水

教
授
に
直
接
説
明
し
て
も
ら
え
る
機
会
と

あ
っ
て
、
受
講
者
か
ら
は
積
極
的
な
質
問

が
飛
び
交
い
ま
し
た
。
こ
の
貴
重
書
展
で

は
、
九
条
家
本『
源
氏
系
図
』（
桃
園
文
庫

蔵
）の
原
形
を
う
か
が
い
得
る
資
料
で
も

あ
る
、
本
学
所
蔵
の『
光
源
氏
系
図
』を
目

玉
に
、
源
氏
物
語
の
版
本
を
中
心
と
し
た

20
点
を
超
え
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
並
べ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
２
０
０
８
年
に
京
都
文

化
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た『
源
氏
物
語
千

年
紀
展
』の
企
画
委
員
で
も
あ
っ
た
清
水

教
授
に
よ
る
詳
し
い
解
説
文
を
、
パ
ネ
ル

と
し
て
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
壁
面
に
配
置
し
、

源
氏
物
語
の
貴
重
資
料
に
対
す
る
理
解
を

一
層
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

本
展
示
は
、
12
月
19
日
ま
で
の
会
期
で
、

司
書
課
程
の
実
習
授
業
に
も
活
用
さ
れ
る

な
ど
、本
学
の
学
生
に
と
っ
て
も
、大
学
の

貴
重
資
料
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

図
書
館
と
し
て
は
、
学
生
、
教
職
員
の

み
な
ら
ず
、地
域
に
愛
さ
れ
る
大
学
の「
生

涯
学
習
機
関
」と
し
て
、
今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
企
画
を
実
施
し
て
い
く
所
存
で
す
。

4 満席の参加者を前に講義を行う清水教授。清水教授が語る「源氏物語」のファンは多い。
5 この特別公開講座のウリでもある受講者へのお土産セット。実はすべて手づくり。
6 熱心な源氏ファンが展示品に見入る。

1 展示説明を行う中島教授。軽妙な語り口に参加者から笑いが。
2 鮮やかな看板に目を留める学生。ポスターに惹かれて来場した人も多かった。
3 マスメディアでも大きく取り上げられた自費出版の『細雪』の見返しに貼られたはがき。

第 1回 貴重書展『谷崎潤一郎 耽美の世界』
 公開講座『谷崎文学の展開』

大
学
創
立
50
周
年
を
記
念
し
、
夏
季
、
秋
季
の
2
回
に
わ
た
っ
て
、
貴
重
書
展
と
公
開
講
座
を
図
書
館
主
催
で
実
施

し
ま
し
た
。
本
学
が
短
期
大
学
時
代
か
ら
収
集
し
て
い
た
貴
重
資
料
の
一
般
公
開
に
、
多
く
の
方
々
が
奈
良
・
東
生

駒
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
に
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

第 2 回 貴重書展『源氏物語 雅の世界』
 公開講座『奈良でまなぶ源氏物語』

※�

稀
覯
本
［
き
こ
う
ぼ
ん
］
め
っ
た
に
な
い
珍
し
い
本
。
古
写
本
、
古
刊
本
、
限
定
本
な
ど
で
数
が
き
わ
め
て
少
な
い
本
。

Introduce graduate

卒
業
生
紹
介

大学時代の思い出 ～仲間～
学生時代はボランティアサークル「どれみ♪」や執行委員会に所属し、活躍し
ました。執行委員会では、新入生歓迎会での司会を担当し、約 200 名もの人
の前で話をすることにとても緊張し、途中で投げ出したくなることもたくさんあ
りましたが、本番までに仲間と励まし合い、支えてもらいながらなんとか成功し、
その時に味わった感動は忘れられません。卒業した現在も執行委員会の仲間と
は交流があります。

あかね祭で仲間と

石原 千佳さん
現代生活学部 こども学科2013年3月卒業

木津保育園勤務（木津川市保健福祉部）

恩師の小椋たみ子
教授と食事会で

卒業式にて

大
学
創
立
50
周
年
記
念
　
図
書
館
主
催 

貴
重
書
展
＆
公
開
講
座

2 3

4

5 6
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今
回
は
宇
野
隆
夫
教
授（
文

学
部
文
化
創
造
学
科
）に
よ

る
解
説
に
加
え
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
で
の
動
画
解
説
を
見
る
こ

と
に
よ
り
、
多
角
的
な
知
識

が
得
ら
れ
る
と
い
う
画
期
的

な
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

▼
18
日
・
19
日

平
成
26
年
度
保
護
者
教
育
懇
談
会
を
実
施

創
立
50
周
年
を
記
念
し
、
例
年
行
っ
て
い
る
学
部

別
説
明
会
や
学
業
個
別
面
談
の
ほ
か
、
本
学
特
定
教

授
で
あ
る
花
山
院
弘
匡
氏（
春
日
大
社
宮
司
）の
特

別
講
演
、
お
よ
び
学
外
見
学
と
し
て
春
日
大
社
を
訪

問
し
ま
し
た
。

▼
20
日

奈
良
テ
レ
ビ
放
送
「
ゆ
う
ド
キ
ッ
！
」
に
出
演

同
番
組
の
「
奈
良
人
十
色
」

コ
ー
ナ
ー
に
、
尾
立
純
子
教

授
と
ゼ
ミ
の
学
生
、
卒
業
生

の
饗
庭
さ
ん
ら
が
生
出
演

し
、
本
学
と
株
式
会
社
味
の

大
和
路
様
が
産
学
連
携
に
よ

り
共
同
開
発
し
た
「
御
殿
様

弁
当
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

▼
21
日

奈
良
県
中
小
企
業
家
同
友
会
と
学
生
に
よ
る
報
告
会

を
開
催

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
中
小
企
業
だ
か
ら
出
来
る
こ

と
」。
本
学
か
ら
は
菅
万
希
子
准
教
授
（
経
営
学
部
）

が
モ
デ
レ
ー
タ
と
し
て
出
席
し
、
約
50
名
の
経
営
学

部
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

NEWS & TOPICS帝塚山
April

島本 英一郎
学生支援センター学生生活課

（奈良・東生駒キャンパス）

平成 28 年 4 月からは東生駒キャンパスも
全面禁煙化します。

平成 15 年 5 月に健康増進法が施行されて
以来、本学でも分煙対策の強化をしてきまし
たが、未だ十分とは言える状況ではなく、平成

23、24 年度学生生活意識調査の自由記述では全面禁煙への移行を促
す意見も多く、喫煙マナーへの改善要望が絶えない状況に在りました。

本学は今年 5 月に、キャンパス内の受動喫煙による健康被害を防止す
るため、健全で快適な学修環境をめざし禁煙宣言をしました。

私自身が喫煙者でしたが、保健室のスタッフの勧めにより禁煙外
来で適切な治療を受け、あまり苦労せずに禁煙する事ができました。
喫煙者には肩身の狭い世の中になりました。保健室で禁煙相談して
みませんか？

木澤 智子
学生支援センター学生生活課

（奈良・学園前キャンパス）

私は 4 年前、本学に入職しました。前職では資格専門学校
に勤務し、幅広い年齢層を対象とした資格取得相談や、学校
運営を経験しました。そこで、『学生時代にもっと頑張ってお
けばよかった。』という声を何度も聞き、人生の大きな分岐点
である大学生という時期に関わる仕事がしたいと思ったこと

が入職のきっかけとなっています。
現在は学費関係・各種行事・保健室・学生相談室運営に携わっており、迅速正確

な対応をするよう心がけています。また、皆さんの変化に敏感な観察力を持つこと、社
会で役立つ＋αのアドバイスができることを目標としています。

皆さんにとって、大学の 4 年間は大切な分岐点だからこそ環境や心の変化も著し
く、悩みや迷いがあって当然です。そんな悩みとしっかり向きあうことも、大学時代
だからこそ出来る事だと思います。悩みの出口がなかなか見つからない時には、教
職員に気軽に声をかけてください。きっと出口を探すヒントが得られるはずです。

職員紹介

　創立50周年プロジェクトの一環として、「第47回帝塚山大学卒業式・第22回帝塚山大学大学院修了式」において、 
卒業・修了生全員が、今まさに社会へと巣立ちゆく瞬間に想う自らの将来への「願い」を春日大社の絵馬に込めました。
　奈良県新公会堂での「帝塚山大学創立50周年記念式典」を挙行する前日、卒業・修了生の「願い」を込めた絵馬の一部
を「絆」をつなぐ意味を込め、一本の紐に絵馬を隙間なくつなぎました。その
枚数と長さにおいて記録名「Longest line of ema（世界一長い絵馬の列）」と
しての「ギネス世界記録 TM 」を樹立いたしました。
　この挑戦の成果の一部を「帝塚山大学創立50周年記念式典」にご来場の
方々にご覧いただき、帝塚山大学の次なる50年を繋ぐ「絆」のリレーを絵馬
の一つひとつを眺めながら実感していただきました。

※「ギネス世界記録 TM 」は、ギネスワールドレコーズリミテッドの登録商標です。

虹色祭（大学祭）・ホームカミングパーティ開催
11/23（日・祝）から 2 日間、奈良・東生駒キャンパスにおいて、第

50 回「虹色祭」（大学祭）およびホームカミングパーティを開催しまし
た。創立 50 周年を迎えた今年のテーマは「INFINITY ～虹（なないろ）
の可能性」。開催期間はいずれの日も天候に恵まれ、学生をはじめ、保
護者、卒業生の皆様、地域の方々など 2 日間合計で 5,000 名近くの
ご参加をいただきました。1日目のフィナーレを締めくくるステージ
では、アーティスト「若旦那」のパフォーマンスに多くの観客の方が
熱い声援を送りました。創立 50 周年にちなんだ「50th」を象った「虹
色祭キャンドルロード」に灯が点る中、毎年好評のフィナーレを飾る
打ち上げ花火も来場者の注目を大きく集めていました。また、24 日に
は卒業生を招いてホームカミングパーティを開催。参加いただいた多
くの卒業生の皆様は恩師や友人との久しぶりの再会に旧交を温めて
いました。

が
開
発
し
た
電
子
書
籍
型
学
習
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「CH
iLO

」
がBest	Paper	A

w
ard	Silver	M

edal

を
受
賞
し
ま
し
た
。

▼
３
日

正
倉
院
展
特
別
公
開
講
座
を
開
催

奈
良
県
新
公
会
堂（
奈
良
市
）を
会
場
に「
正
倉
院

展
特
別
公
開
講
座
」を
開
催
し
、
高
校
生
か
ら
一
般

の
方
ま
で
、
幅
広
い
年
代
の

方
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。
文

学
部
文
化
創
造
学
科
の
牟
田

口
章
人
教
授
に
よ
る
講
演
の

後
、
正
倉
院
校
倉
の
外
構
を

見
学
し
ま
し
た
。

▼
10
日

寺
島
実
郎
特
別
客
員
教
授
に
よ
る

特
別
公
開
講
座
を
開
催

寺
島
実
郎
特
別
客
員
教
授（
一
般
財
団
法
人
日
本
総

合
研
究
所
理
事
長
、多
摩
大
学
学
長
、三
井
物
産
戦
略

研
究
所
会
長
）の
特
別
公
開
講
座「
２
０
１
５
年
へ
の

展
望

−

世
界
の
変
化
と
日
本
」が
大
阪
商
工
会
議
所
国

際
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
2
回
目
と
な
っ

た
今
回
の
特
別
公
開
講
座
に

は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
を
始
め
と

し
た
一
般
市
民
の
方
々
と
本

学
教
職
員
、学
生
ら
約
３
０
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

▼
17
日

地
域
連
携
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

大
阪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
時
空
の
広
場
で

の「Fun	Fan	Festa	2014

」に
て
、奈
良
県
五

條
市
と
の
地
域
連

携
イ
ベ
ン
ト「
帝

塚
山
大
学
×
奈
良

県
五
條
市	

自
然
と

遊
ぼ
う
！
食
を
学

ぼ
う
！
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

▼
4
・
5
日

初
年
次
教
育
学
会
第
7
回
大
会
を
開
催

初
年
次
教
育
学
会
第
7
回
大
会
を
奈

良
・
東
生
駒
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
し
ま

し
た
。
ガ
ー
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
氏
に
よ
る
記

念
講
演
に
は
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
13
日

創
立
50
周
年
記
念
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
決
定

次
の
50
年
に
歩
み
出
す
本
学
に
ふ
さ
わ

し
い
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
全
国
の
高
校
生

を
対
象
に
募
集
し
、
応
募
総
数
１
２
５
８

件
の
中
か
ら
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
最
優

秀
賞
1
点
、
優
秀
賞
3
点
、
佳
作
5
点
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

【
最
優
秀
賞
】	『一人一人
の
想
い
を
カ
タ
チ
に
』

	

安
本	

里
央
さ
ん（
京
都
翔
英
高
等
学
校
2
年
）

August

8
月

Septem
ber

9
月

ギネス新記録を樹立「Longest line of ema（世界一長い絵馬の列）」

▼
14
日

奈
良
県
大
芸
術
祭「
第
1
回
奈
良
県
大
学
祭
見
本
市
」

で
本
学
が
優
勝

奈
良
県
に
所
在
す
る
大
学

の
学
園
祭
実
行
委
員
が
一
堂
に

会
し
、自
身
の
大
学
自
慢
や
学

園
祭
Ｐ
Ｒ
を
行
う「
奈
良
県
大

学
祭
見
本
市
」が
奈
良
県
文
化

会
館
国
際
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

数
あ
る
大
学
の
中
か
ら
ス
テ
ー

ジ
上
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
披

露
が
高
く
評
価
さ
れ
、見
事
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。

▼
27
日

ミ
ス
帝
塚
山
の
北
澤
香
保
さ
ん
が
一
日
警
察
署
長
に

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、ミ
ス
帝
塚
山

の
北
澤
香
保
さ
ん（
現
代
生
活

学
部
居
住
空
間
デ
ザ
イ
ン
学
科

2
年
）が
奈
良
西
警
察
署
の
一

日
警
察
署
長
を
務
め
ま
し
た
。

▼
30
日

奈
良
・
東
生
駒
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
平
成
26
年
度

9
月
卒
業
式
を
挙
行

▼
18
日

公
開
講
座
＆
ウ
ォ
ー
ク
「
大
化
の
改
新
と
飛
鳥
の 

史
跡
」
を
開
催

9
月
27
日
に
行
わ
れ
た
第
1
回
に
続
く
第
2
回
。

N
ovem

ber

11
月

▼
25
日

四
天
王
寺
大
学
と
合
同
ゼ
ミ
を
実
施

経
営
学
部
の
田
中
雅
子
教
授
ゼ
ミ
と
、

四
天
王
寺
大
学
経
営
学
部
の
木
村
三
千
世

教
授
ゼ
ミ
が
、
四

天
王
寺
大
学
藤
井

寺
駅
前
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、「
優
良
企
業
に

つ
い
て
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
合
同
ゼ
ミ

を
実
施
し
ま
し
た
。

▼
29
日

岩
井
学
長
が
高
校
生
を
対
象
に
「
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
」
に
つ
い
て
講
演

京
都
府
立
西
城
陽
高
等
学
校
に
お
い

て
、
岩
井
洋
学
長
が「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
」を
テ
ー
マ
に
講
演
。
若
い
う
ち
か
ら

積
極
的
に
行
動
に

移
し
て
い
く
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
を

も
っ
て
物
事
に
あ

た
っ
て
ほ
し
い
と

激
励
し
ま
し
た
。

▼
28
日
〜
31
日

本
学
で
生
ま
れ
たTIES

が
ア
ジ
ア（
香

港
）で
快
挙
！

香
港
公
開
大
学
に
て
開
催
さ
れ
た「28th	

A
nnual	Conference	of	the	A

sian	
A
ssociation	of	O

pen	U
niversities

」

に
お
い
て
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
サ
イ

バ
ー
・
キ
ャ
ン
パ
ス
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

T
IES

（
略
称
：N

PO

法
人CCC-T

IES

）

D
ecem

ber

12
月

O
ctober

10
月
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帝塚山大学 キャリアセンター資格取得担当窓口
奈良・東生駒キャンパス 9号館2F

Tel  0742-48-9708　  shikaku-h@jimu.tezukayama-u.ac.jp
奈良・学園前キャンパス 16号館2F

Tel  0742-41-4751　  shikaku-g@jimu.tezukayama-u.ac.jp

■ MOSってこんな資格
MOSとは『マイクロソフト オフィス スペシャリスト』の頭文字をとった
呼び方です。言葉からもわかるように、マイクロソフトのアプリケーショ
ンであるWord, Excel, Power Pointなどの利用能力を証明する資格です。

■ MOS取得のメリット
❶ MOSは全世界で通用する　マイクロソフト社が認定する資格なので
認知度が高く、その規模は全世界に及びます。
❷ 試験後すぐ合否がわかる　MOSの試験結果は試験のその場ですぐわ
かるので取得後はすぐに履歴書に記入できます。
❸ 活用の場は多数　事務職や営業職に限らず、パソコン業務はどんな
仕事でも必要です。今やパソコンスキルは必須のスキル！学生のうちに
取得しておきましょう。

■ MOS講座の学内合格率
学内で実施されているMOS講座の合格率は、なんと…

これから資格取得を始める人、どの資格にするか悩んでいる人はまずMOS
からチャレンジ！

申込み方法
申込みされる講座内容、および日程をご確認のうえ、以下の方法でお申
込みください。

【資格コーナーにてお申込み】
キャリアセンター資格コーナー窓口にて申込み専用フォームから申込み
手続きをします。
※ 申込み手続きの際に、スマートフォン・携帯電話を使用します。必ずご持参ください。

【Web サイトからお申込み】
専用のWebサイトからお申込みが可能です。
http://www.tezukayama-u.ac.jp/career/extension/
トップページ→お申込みフォーム
必要事項を専用フォームにご入力ください。お申込みいただいてから、資格
コーナーより確認のご連絡がありますので、しばらくお待ちください。
※ 12/23～1/8はキャリアセンターが閉室となり、資格コーナーでのお申込みはできかね

ますのでご注意ください。また、この期間は冬期休業期間となっております。ご連絡が
遅れる場合がありますので、ご了承くださいませ。

機関リポジトリについて
　「機関リポジトリ」という言葉をご存じですか。「機関リポジトリ」とは、
大学等の機関が設置するインターネット上の電子書庫のことで、当該機関
の研究者（教員など）、学生（大学院生）、職員などその機関を構成している
人たちの教育研究に関する著作物（成果物）（学術雑誌論文、紀要、学位論
文など）を収集・蓄積・保存し、インターネットを通じて無償で学内外へ
発信・公開するシステムのことです。
　本学でも、現在、今年度の構築をめざして準備中です。ネットワークを
通じて学内外の方々が本学の先生方の研究成果などを即座に閲覧するこ
とができるようになりますので、ご期待ください。
　なお、機関リポジトリの英文表記は、Institutional Repositoryです。

Information from the Library

図書館からのお知らせ

INFORMATION&

EVENT NEWS

 2015 January-June

お知らせ・
イベントニュース

冬季一斉休業のお知らせ
帝塚山大学は、12月27日（土）午後～ 1月7日（水）まで、冬季一斉休
業期間となっています。お電話、メール等のお問合せにはお応えできま
せんので、あらかじめご了承ください。メールやホームページからのお
問合せに対しては、一斉休業終了後に順次対応させていただきます。

キャリアセンター資格取得担当窓口春期資格講座募集中

講座名 キャンパス 受講料
（教材費込） 検定料 在学生

のみ
Microsoft® Office 
Specialist 
2010（Word）

両キャンパス ￥21,000 ￥10,584 ●

Microsoft® Office 
Specialist 
2010（Excel）

両キャンパス ￥21,000 ￥10,584 ●

Microsoft® Office 
Specialist 
2010 Expert（Word）

奈良・東生駒 ￥21,000 ￥12,744 ●

Microsoft® Office 
Specialist 
2010 Expert（Excel）

奈良・東生駒 ￥21,000 ￥12,744 ●

Microsoft® Office 
Specialist 
2010（PowerPoint）

両キャンパス ￥19,400 ￥10,584 ●

TOEIC®講座（応用） 奈良・学園前 ￥23,000 ￥4,155 ●
簿記検定講座3級

（6月試験） 奈良・東生駒 ￥25,100 ￥2,570

簿記検定講座3級
演習コース（2月試験）※ 奈良・東生駒 ￥15,700 ￥2,570

Photoshop®クリエイター
能力認定試験講座
スタンダード

奈良・学園前 ￥27,700 ￥5,700 ●

医療事務講座 奈良・学園前 ￥89,100 ￥6,700

※簿記3級演習コースはひととおり簿記3級の内容を学習された方を対象にしています。

サンパチ問題にも揺るぎなし！帝塚山大学の就職支援体制
　新聞・テレビ等のメディアで報道されている通り、現３年生から、企業
の採用選考活動時期が変更（後倒し）になり、説明会開催やエントリー受
付等の広報活動は、現状の「大学３年生の12月」から「大学３年生の３
月」となります。また、面接や試験等の採用選考は「大学４年生の４月」

Information from the Career Center

キャリアセンターからのお知らせ

Open lecture

公開講座

帝塚山大学考古学研究所・附属博物館共催
市民大学講座 申込不要  聴講無料

第338回 1月10日（土） 14：00〜15：30
 飛鳥仏教と尼寺
 講師：清水 昭博（帝塚山大学文学部日本文化学科准教授）
第339回 1月24日（土） 14：00〜15：30
 漆の食器
 講師：土井 久美子氏（大阪市立美術館学芸員）
第340回 2月14日（土） 14：00〜15：30
 難波津から斑鳩への道
 講師：安村 俊史氏（柏原市立歴史資料館館長）

第341回 2月21日（土） 14：00〜15：30
 聖徳太子と斑鳩
 講師：平田 政彦氏（斑鳩町教育委員会課長補佐）
第342回 3月7日（土）14：00〜15：30
 北摂の窯業生産
 講師：高橋 真希氏（吹田市立博物館学芸員）
第343回 3月14日（土） 14：00〜15：30
 平安遷都と瓦生産
 講師：古閑 正浩氏（大山崎町教育委員会課長補佐）
会場：奈良・東生駒キャンパス5号館5104教室

【お問合せ先】
帝塚山大学考古学研究所・附属博物館

〒631-8501 奈良市帝塚山7-1-1
Tel  0742-48-9700　 Fax  0742-48-8783

考古学研究所 : http://www.tezukayama-u.ac.jp/arch
 arch@tezukayama-u.ac.jp

企画展示  第 7 回 帝塚山大学博物館実習生による
 「漆の器 ― 近世漆工芸の用と美 ―」
　帝塚山大学が所蔵する近世漆工芸作品の中から食器類約40点を選び、展
示します。浄法寺塗、秀衡塗、根来塗など特徴ある器のほか、食膳の食器、
酒器など、それぞれの用途に応じた形と塗の美しさについて、展示を通して
紹介します。なお、本展は帝塚山大学博物館実習生による企画展示です。

［期 間］ 1月13日（火）～ 2月3日（火）
［開館時間］ 9：30 ～ 16：30　　［入 場 料］　無料
［休 館 日］ 日曜・祝日（1/16・17・29・30は休館）
［展示解説］ 15：00 ～《 1/20（火）・27（火）》
 15：45 ～《 1/24（土）》　10：00 ～《 1/31（土）》

Information from the Museum

博物館からのお知らせ

【お問合せ先】
帝塚山大学附属博物館

〒631-8501 奈良市帝塚山7-1-1
Tel  0742-48-9700　 Fax  0742-48-8783

http://www.tezukayama-u.ac.jp/museum/

【申込・お問合せ先】
往復ハガキ（講座名・〒住所・電話番号・名前（ふりがな）・年齢を必ず記入）

または、下記URLより「参加申込」フォームでお申込みください。
公益財団法人 奈良市生涯学習財団 西部公民館

〒631-0034 奈良市学園南三丁目1番5号 西部会館内
Tel  0742-44-0101　 Fax  0742-44-0103

http://manabunara.jp/

帝塚山大学経済学部・経営学部公開講座
第１部 経済学部 要申込  聴講無料

「グローバルネットワークと日本の空港・港湾」
　経済のグローバル化が進展する一方で、人口の少子高齢化が進む日本
経済。活路を見出す方法は、世界とのつながりを太くすること。そのた
めには、世界へのゲートとなる空港・港湾をどう活用するかを考える必
要がある。本講義では、空間経済学や交通経済学、産業組織論といった
様々な視点から、東アジアにおける空港・港湾間の競争において、日本
の空港・港湾が置かれている現状と、世界とのつながりを太くするため
に日本の空港・港湾がとるべき方策について考えてみたい。

2月14日（土）10：30〜12：00
講師：寺地 祐介（帝塚山大学経済学部准教授）

第2部 経営学部
「長寿企業の伝統と革新
 －経営戦略論、組織論、史的な観点から－」
　世界屈指の長寿企業大国といわれる、わが国日本。なぜ、わが国には
長寿企業、あるいは老舗企業とよばれる企業が多く存在するのか。そこ
にはどのような秘密があり、他国との違いは何かなど、これまで、学生を
はじめ、多くの方々から、疑問を投げかけられてきた。こうした誰もが持
つ素朴な疑問に沿って、経営戦略論、組織論、経営史など経営学の視点
から、これらを紐解きつつ、長寿企業、先人の叡智に思いを馳せたい。

2月14日（土）13：00〜14：30
講師：曽根 秀一（帝塚山大学経営学部講師）
定員：各回50名
会場：奈良・学園前キャンパス 18号館3階18311大講義室
※どちらか1講座だけのお申込みも可能です。

【申込・お問合せ先】
ハガキ・FAX・大学HPよりお申込みください。

①講座名②郵便番号・住所③氏名（ふりがな）④電話番号・FAX番
号⑤年齢・性別を明記の上、「帝塚山大学　広報課　公開講座係」
までお申込みください。 

帝塚山大学 広報課 公開講座係
Tel  0742-48-9192　 Fax  0742-48-6092

http://www.tezukayama-u.ac.jp/social/lectures/

帝塚山大学・奈良市生涯学習財団
西部公民館共催公開講座 要申込  聴講無料

「ボーダレス時代のアジア・日本・奈良
 〜ポップカルチャーの動態を通して〜」
　ボーダレス化とは、急速な輸送技術や情報通信技術の発展を背景とし
て、国境を越えたヒト、モノ、カネ、情報の移動が著しく活発化することを指
しています。この講座では、ポップカルチャーを入口として、現代のアジア
（日本を含む）という時間的・空間的広がりのなかでボーダレス化の実態へ
の理解を深めるとともに、ボーダレス時代における奈良という地域の可能性
と課題について考えます。

第1回 2月7日（土） 10：00〜11：30
 「アジアのなかの日本」

から「大学４年生の８月」になります。
　これは安倍内閣が、平成25年4月に経団連等の諸団体と会談した結果
のもので、38（サンパチ）問題と言われています。
　それに伴い、就職活動開始の時期も、従来とはやや異なる流れになり、
企業によってスケジュールが違い、より不透明感が増すものになります。
　しかし、もともと帝塚山大学では、企業に提出する履歴書の完成を『３
年生の３月』を目標にして、そこから活動を進めていました。そのため、企
業の採用スケジュールが大幅に変わっても、本学の支援スケジュールに
は、影響が少ないと思われます。

第2回 2月14日（土） 10：00〜11：30
 「奈良からクールジャパン」
定員：各回50名
講師：河口 充勇（帝塚山大学文学部文化創造学科准教授）
会場：西部公民館 4階 会議室

【お問合せ先】
帝塚山大学 奈良学総合文化研究所
〒631-8501 奈良市帝塚山7-1-1

Tel  0742-48-8842（火・木・金 9時～17時）

帝塚山大学奈良学総合文化研究所
「名品・名作誕生Ⅻ」 要申込  聴講無料

第1回　2月14日（土）10：30〜12：00
演題  『義経千本桜』ー大和郡山源九郎稲荷の由来ー

講師：鈴木 博子（帝塚山大学文学部日本文化学科准教授）

第2回　2月21日（土）10：30〜12：00
演題  戦国武将と文芸

講師：源城 政好（帝塚山大学文学部日本文化学科教授）
第3回　2月28日（土）10：30〜12：00

演題  『古事記』天之日矛説話の形成
講師：鷺森 浩幸（帝塚山大学文学部日本文化学科教授・

 帝塚山大学奈良学総合研究所長）
第4回　3月7日（土）10：30〜12：00

演題  法隆寺上代彫像と西円堂薬師如来像
講師：中野 聰氏（龍谷大学・佛教大学非常勤講師）

定員：各回100名
会場：奈良・東生駒キャンパス１号館1301教室

訃 報
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

岩根 徹氏（経済学部元教授）が、10 月 23 日ご逝去されました。 
（享年 66 歳）

MOS Word対策講座

94.6 %

MOS Excel対策講座

91.8 % ※2013年度 合格率平均

応募締切 1/21（水）17:00まで
※ご不明な点がありましたらキャリアセンター資格コーナーまでお問合わせください。
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【お問合せ先】
帝塚山大学 入試課

Tel  0742-48-9149（直通） Fax  0742-48-9021
 nyushi@jimu.tezukayama-u.ac.jp

■ 2015年度　学部入試日程一覧

入試区分
（種別）

願書受付期間
試験実施 合格発表日

開始 終了 持込

一
般
入
試

Ａ日程
前期

1月6日（火）

1月22日（木）1月23日（金）1月29日（木）
1月30日（金） 2月7日（土）

Ａ日程
後期 2月4日（水） 2月5日（木）

～2月7日（土） 2月8日（日） 2月14日（土）

Ｂ日程 1月27日（火）2月19日（木）2月20日（金）
2月21日（土）

2月24日（火）
2月25日（水） 3月4日（水）

Ｃ日程 2月16日（月） 3月6日（金） 3月7日（土）
3月9日（月） 3月11日（水）3月15日（日）

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
利
用
入
試

前期

1月6日（火） 2月4日（水） － － 2月14日（土）前期
（併設
高校）

後期 2月16日（月） 3月6日（金） － － 3月15日（日）

帰国生徒・
外国人生徒
試験

後
期2月14日（土）2月19日（木） － 3月11日（水）3月15日（日）

外国人
留学生
試験

後
期

1月21日（水） 2月3日（火） － 2月24日（火） 3月4日（水）
指
定
校

AO入試 ３月 2月27日（金）3月11日（水）3月12日（木）
3月13日（金）3月16日（月）3月17日（火）

※詳細については募集要項でご確認ください。
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レー・ティ・トゥイ・ズオンさん

■ 2015年度　大学院入試日程一覧

経済学研究科 経済学専攻
〒631-8501　奈良市帝塚山 7 丁目 1-1
Tel  0742-48-9861［教学支援課（経済学部）］

心理科学研究科 心理科学専攻（心理学専修・臨床心理学専修）
〒631-8585　奈良市学園南 3 丁目 1-3
Tel  0742-41-4720［教学支援課（心理学部）］

人文科学研究科 日本伝統文化専攻
〒631-8501　奈良市帝塚山 7 丁目 1-1
Tel  0742-48-8150［教学支援課（人文学部）］

法政策研究科 世界経済法制専攻
〒631-8501　奈良市帝塚山 7 丁目 1-1
Tel  0742-48-9461［教学支援課（法学部）］

お問合せ先

出願期間 1月26日（月）〜2月2日（月）

締切日消印有効

博士前期課程・博士後期課程

選考日程 2月13日（金）※ 合格発表 2月18日（水）
※選考方法については、各学部事務室にお問合せください。

レーさんの奮闘の様子がテレビ番組に取り上げられた


